
北北湖湖湖湖内環境の変化をめぐる最近の知見から内環境の内環境の変化をめぐる最近の知見から

人為水文システムをどう考えるか人為水文システムをどう考えるか人為水文システムをどう考えるか人為水文システムをどう考えるか人為水文システムをどう考えるか

琵琶湖研究所琵琶湖研究所
中村正久中村正久中村正久

2002.8.82002.8.8



１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況

aaa．． 長期的な水質の変化長期的な水質の変化

①①①．．．溶存酸素、全リン溶存酸素、全リン溶存酸素、全リン

②②②②．．．． C DC DCODODDCODCOD 、全窒素、水温、全窒素、水温、全窒素、水温、全窒素、水温

bbbbbbb．．．． 最近の知見最近の知見最近の知見最近の知見最近の知見

①① をめぐる．水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる．水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる

見解見解

②②．．湖底生態系の変化、沿岸部の変化湖底生態系の変化、沿岸部の変化湖底生態系の変化、沿岸部の変化

③③．． 酸素消費速度の比較酸素消費速度の比較

④④．．北湖と塩津湾の水質の関係北湖と塩津湾の水質の関係北湖と塩津湾の水質の関係









１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況１．変化の概況

aaa．． 長期的な水質の変化長期的な水質の変化

①①①．．．溶存酸素、全リン溶存酸素、全リン溶存酸素、全リン

②②②②．．．． C DC DCODODDCODCOD 、全窒素、水温、全窒素、水温、全窒素、水温、全窒素、水温

bbbbbbb．．．． 最近の知見最近の知見最近の知見最近の知見最近の知見（第（第 002020回琵琶湖シンポジウムなど）回琵琶湖シンポジウムなど）回琵琶湖シンポジウムなど）

①① をめぐる．水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる．水温と溶存酸素、リンの溶出をめぐる

見解見解

②② 変化．湖底生態系の変化、沿岸部の変化．湖底生態系の変化、沿岸部の変化

③③ 較．酸素消費速度の比較．酸素消費速度の比較

④④ 関係．北湖と塩津湾の水質の関係．北湖と塩津湾の水質の関係











地球温暖化に伴う深層水温の上昇（地球温暖化に伴う深層水温の上昇（遠藤遠藤遠藤））よりよりより

1985-    90 の間に滋賀県民が1年間に消費するエネルギーに匹敵
する熱エネルギーが琵琶湖に蓄積されたする熱エネルギーが琵琶湖に蓄積された

水温が上昇することによって冬に鉛直循環が十分発達せず、琵
琶湖の深呼吸が阻害される琶湖の深呼吸が阻害される

大量の植物プランクトンの発生とその死骸の沈降によって湖底大量の植物プランクトンの発生とその死骸の沈降によって湖底
の酸素が消費され栄養塩などが湖水中に溶け出すの酸素が消費され栄養塩などが湖水中に溶け出す

流域の降水量が変化（最近の降水量は減少傾向）流域の降水量が変化（最近の降水量は減少傾向）











北湖深底部における底生動物群集の現状と変遷北湖深底部における底生動物群集の現状と変遷
（西野：琵琶湖研究所）より（西野：琵琶湖研究所）より

＜１９８０－１９９０＞＜１９８０－１９９０＞＜１９８０－１９９０＞

•• ミミズ類（ミミズ類（19921992年以降、年以降、年以降、19661966--7373に比べてに比べてに比べて1010倍）倍）倍）

密度は密度は密度は1010倍、質重量は倍、質重量は倍、質重量は22分の１分の１分の１

小型イトミミズ密度著しく増大、大型エラミミズ密度減少小型イトミミズ密度著しく増大、大型エラミミズ密度減少小型イトミミズ密度著しく増大、大型エラミミズ密度減少

•• ビワオオウズムシ密度、ビワオオウズムシ密度、ビワオオウズムシ密度、ビワオオウズムシ密度、 9801980代後半代後半代後半代後半- 901990年代前半、激減年代前半、激減年代前半、激減年代前半、激減

•• チオプローカ深底部、湖底泥表層に広がったチオプローカ深底部、湖底泥表層に広がったチオプローカ深底部、湖底泥表層に広がった

＜＜＜19901990年代後半＞年代後半＞年代後半＞

•• ビワオオウズムシ密度回復ビワオオウズムシ密度回復ビワオオウズムシ密度回復

•• ミズムシ、コガタウズムシの出現ミズムシ、コガタウズムシの出現ミズムシ、コガタウズムシの出現

•• 硫化水素臭（硫化水素臭（硫化水素臭（19921992--19931993）、臭の解消（）、臭の解消（）、臭の解消（19901990年代後半）年代後半）年代後半）

•• 湖底水温の上昇、ミズムシやコガタウズムシが深い部分で繁殖湖底水温の上昇、ミズムシやコガタウズムシが深い部分で繁殖湖底水温の上昇、ミズムシやコガタウズムシが深い部分で繁殖






